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岡
おかやまみなみ

山南遺跡

西尾市吉良町木田
（北緯34度50分15秒　東経137度04分38秒）

道路改良工事西尾幡豆線

平成28年8月〜12月

3,970㎡

鈴木正貴・武部真木

調査の経過

立地と環境

調査の概要

ま と め

調査は県道西尾幡豆線建設に伴い、愛知県建設部道路建設課から愛知県教育委員会を通
じて委託を受けて実施した。これまでに平成23・24・27年度に本調査および範囲確認調
査が行われており、今年度調査範囲には遺跡の西端付近が含まれる。西側からA,B,C,D,E
の5区を設定して行った。

遺跡は西尾市域の中央を流れる矢作古川左岸域に位置する。中根山遺跡をはじめとす
る弥生時代の集落遺跡、若宮1号墳などの古墳がある丘陵の南側に広がる標高3.5m前後
の沖積地に立地する。これまでの調査により、弥生時代土器のほか、古墳時代・古代・近
世の遺構が確認されている。

今回の調査では、自然流路から木製品と加工材、古墳時代土器が出土したほか、主にC
区東半からE区西半の間の微高地部分において、古墳時代の土坑・溝、古代と推定される
竪穴建物・土坑・溝を確認した。近世以降では、A・B区など遺跡の西端付近にかけての範
囲で井戸・土坑・溝（耕作痕）が明瞭にみられた。

まずC区西端では古墳時代以前となる下層において、木製品等を含む自然流路を確認し
た。製品では装飾的な加工のある部材や鎌の柄などがあり、他にも板材や角柱状の加工材
が多数の流木に混在して出土する。B区堆積状況と併せて、これらはやや大きな流路の左
岸付近に集積したものと考えられる。

古墳時代の溝は概ね北東から南西方向となり、流路に影響を受けた自然地形に沿うも
のが多く、C・D区にかけての範囲でみられる。C区006-077SDは幅約5m、深さは約30cm
と浅いものの、粘土質の堆積層に多数の土器片が含まれている。C区085-058SDや、D区
026-034SDなどは、時期は判然としないものの、断面上端が幅広で下位にかけて急激に
細くなる特徴が共通する。なお、自然流路の埋土中の遺物集積として扱ったE区033SUは
4世紀を中心とした時期にまとまりがあり、この時期には微高地が安定し利用が始まって
いたと考えられる。

古代の遺構は、D・E区で７世紀の遺物を含む土坑、溝が検出されたほか、C区006SD・
077SD、D区掘立柱建物など配列がほぼ正方位をとるものがある。竪穴建物については、
ピットや遺存状況も浅く不安定であり、カマド跡も検出されていないため、今後再検討が
必要と思われる。ただし、C区中央以東からE区西端にかけての範囲では一部では包含層
が確認されており、古代にも利用可能な微高地が存在した可能性は高いと思われる。

少なくとも古墳時代中期には丘陵部の「岡山」だけではなく、低地部にある本遺跡近辺
の微高地が利用されるようになり、木製品等の加工も行われるような集落が存在した。古
代には区画の再編を伴うような開発が行われたと考えられる。

（武部真木）
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A区

B区

C区

D区

E区

055SK

056SD

009SD

019SK

033SU

ピット群

026SD

034SD

077SD

090SK

077SD

006SD

085SD

058SD

近世以降の
連続土坑群

（結桶底板が残る）

畝状遺構

ピット群

021SK

015SX

（板材、石・杭列
　　　導水施設か）

109SE
（近世 井戸）

ピット群

（土器集積）

掘立柱建物

036SD

117SD

100SD

007SD

005SD

025SD

014SD

下層 自然流路内
木製品等の検出範囲
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古墳時代

古代か

竪穴建物（推定）
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古墳時代

古代か

竪穴建物（推定）

16A,B,C,D,E 区主要遺構配置図（S=1/800）

*メッシュは10mグリッド
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D 区 090SK 断面

16A 〜 E 区遠景（北東より）

C 区下層流路 流木等出土状況

C 区 109SE　墨書のある結桶

C 区 077SD 遺物出土状態 E 区 019SK 遺物出土状態

C 区下層流路 木製品出土状況

E 区 033SU 遺物出土状況


